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Ⅰ．は じ め に
札幌文化芸術劇場は，平成30年10月7日開館予定の札幌市民交流プラザの中核となる公共ホー
ルである。札幌市民交流プラザは，札幌市中央区北1条西1丁目街区に地上9階・地下2階建
ての文化関連複合施設として建設が進んでいる。1・2階には札幌文化芸術交流センターが入
り，1階に展示・演奏会・講演等に対応したオープンスタジオ，2階に講座・ワークショップ
等に対応したワークスタジオ，1・2階に展示・物販等が可能な屋内広場が配置される。また，
1・2階には図書・情報館も入り，市民や観光客が自由に利用できる。その他，1階にカフェ，
2階にレストランが入る予定である。3階には演劇公演・発表会等に対応可能な可動式客席を
備えた大練習室，中・小練習室が配置される。4階から9階部分が，3層のバルコニー式客席
を備えた席数2,300の札幌文化芸術劇場となる。
札幌市民交流プラザの建設は，北1条西1丁目街区の市街地再開発事業の一環として札幌市
が進めてきた計画であり，ホール機能，センター機能，図書館機能の連携による文化芸術活動
振興の新たな拠点としての役割と賑わいの創出が期待されている。
Ⅱ．札幌市民交流プラザ・札幌文化芸術劇場建設の経緯＊1
札幌市は，平成12年に策定された「第4次札幌市長期総合計画」で今後20年間の都心整備に
ついて，「魅力的で活力ある都心の整備」，「ゆたかな都市文化の形成」，「（市民の）学習環境の
体系的整備」の方針を示した。これを受け，平成14年に「都市まちづくり計画」が策定され，
具体的な都心整備計画地域を北1条西1丁目，大通西1丁目，及び大通東1丁目街区一帯とし，
都市生活の魅力を高める公共性の高い機能を持つ新たなモデルとなる都市空間の創出に取り組
むこととなった。
平成20年には，北1条西1丁目街区における札幌市民会館の建替え更新を中心とした施設整
備の方針として「市民交流複合施設基本計画」が策定された。本計画の中で，札幌市内の大規
模多目的ホールである北海道厚生年金会館（当時），札幌市民会館，教育文化会館は，いずれ
も稼働率が高く札幌の文化活動にとって欠くことのできない施設であるとの認識から，引き続
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き3ホール体制は維持することとし，その将来像が示された。昭和33年にオープンした札幌市
民会館は，耐震強度の不足と施設の老朽化のため改修を断念し平成19年3月をもって閉館，代
替施設として札幌市民ホールを整備するとともに，新たに2,000席程度のホールを含んだ市民
交流複合施設を設置し，北海道厚生年金会館は少なくとも市民交流複合施設の開設までその機
能を維持することとなった。市民交流複合施設には，市民の文化活動を支援するアート・サポー
トセンター，及び文化活動を中心とした市民の交流を促す創造活動センターが併設され，中核
施設となるホールは高機能ホール（主舞台の回りに十分なスペースを持ち，速やかな場面転換
や演目変更が可能な舞台）として設計され，オペラ・バレエ・ミュージカル・演劇・コンサー
トなど幅広い舞台芸術公演に対応できる多目的性にも配慮し，国内外の優れた舞台芸術を鑑賞
できる「鑑賞の場」の機能を高度化した国際的な水準を持つホールとする計画であった。
その後，関係する部門別計画として，平成21年「札幌市文化芸術基本計画」，平成23年「都
心まちづくり戦略」，平成24年「第2次札幌市図書館ビジョン」等の計画と，「創造都市さっぽ
ろ・国際芸術祭実行委員会」設置等の流れを加味し，該当市街地開発事業の内容との整合を図
り，平成25年「市民交流複合施設整備基本計画」が策定された。市民交流複合施設には高機能
ホールの他，アートセンター，図書館が併設されることとなった。アートセンターは札幌のアー
ト資産（もの・こと・ひと）の質を高め，相互の連携をコーディネートするアートマネジメン
トを展開する役割を，図書館はビジネスパーソンや観光客など多数の人々が集まる都心で札幌
の魅力を発信し，役立つ情報を提供する都心の知的空間としての役割を担う。ホール，アート
センター，図書館の3つの機能は相互に連携し施設の効率的運用を図るとともに，利用者の利
便性・快適性を確保し，新たな都心の賑わいを創出しようとするものである。高機能ホールの
舞台はプロセニアム形式（舞台を額縁状の構造物で区切る形式）で主舞台の他，舞台上手・下
手，舞台奥に十分なスペースを確保し多様な演出や速やかな場面転換に対応でき，客席は舞台
との距離を短くすることが可能な多層式バルコニー形式で舞台を囲むように配置し席数2,300
とすることとなった。また，開館後40年以上を経過している「さっぽろ芸術文化の館（旧北海
道厚生年金会館）」は高機能ホールの供用開始後に閉館することが明記された。
平成27年2月，これまでの計画を土台とした「市民交流複合施設管理運営基本計画」が策定
され，平成30年10月の開館に向け準備が進んでいる。施設全体の名称は「札幌市民交流プラザ」
となり，アートセンターは「札幌文化芸術交流センター（愛称：SCARTS）」，図書館は「札
幌市図書・情報館」，高機能ホールは「札幌文化芸術劇場（愛称：hitaru）」とそれぞれ命名さ
れた。
Ⅲ．札幌文化芸術劇場の施設概要＊2
札幌文化芸術劇場は，1階客席1,264席，バルコニー式の2階から4階客席はそれぞれ2階
422席，3階365席，4階251席の最大2,302席，オーケストラピット使用時は2,129席，車椅子
席として最大24席を設置可能である。楽屋施設は12室が用意されている。
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主舞台はプロセニアム形式で，間口20.0m，高さ14.0m，奥行21.4mとなっており，主舞台
とほぼ同じ大きさの奥舞台まで含めると奥行は36.8mである。奥舞台の他，上手には主舞台と
ほぼ同じ大きさの舞台（袖），下手には主舞台の半分ほどの大きさの舞台（袖）があり，多様
な演出や速やかな場面転換に対応できる。1階客席前列6列を収納すると間口20.6m，奥行き
8.2mのオーケストラピットとして使用することができる。
舞台機構としては，美術バトン43本，オペラカーテン，照明ブリッジ4本，サスペンション
ライトバトン1本，アッパーホリゾントライトバトン1本，プロセニアムライトバトン2本が
設置されている他，天井吊下格納式の音響反射板を備えている。
利用料金は利用する客席数により異なるが，全席を土・日・祝日に終日利用した場合，
1,091,800円である。営利目的以外，文化芸術の振興を図る目的等の条件を満たすと，入場料
2,001円から4,000円までの場合30％の割引が，入場料2,000円以下の場合50％の割引が適用され
る。照明・音響・舞台設備を利用すると別料金が発生するが，平成30年1月現在，概算額が公
表されており，いくつかの基本セット料金が検討されている。
129
図1：札幌文化芸術劇場平面図＊3
建物3階には，移動式客席を備えた大練習室（クリエイティブスタジオ）の他，中練習室2
室，小練習室3室が用意されている。大練習室は主舞台とほぼ同じ大きさであり，本番同様の
リハーサルに利用できる他，客席を出して客席数200程度の小劇場としても使用できる。幅
15.7m，奥行23.8mのスペースで，使い方にもよるが間口10m，奥行9m程度の舞台を確保す
ることができる。天井はグリッド形式になっており，幕・照明など吊物に対応できる。
利用料金は入場料4,001円以上の場合，終日利用で154,800円，入場料4,000円以下の場合
103,200円である。営利目的以外での利用で入場料2,000円以下の場合，2/3の割引が適用され
る。照明・音響・舞台設備を利用すると別料金が発生するが，こちらもいくつかの基本セット
料金が検討されている。
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図2：大練習室（クリエイティブスタジオ）平面図＊4
Ⅲ．札幌文化芸術劇場の事業＊5
札幌文化芸術劇場が行う事業は，主催事業と貸館事業，併設される札幌文化芸術交流センター，
札幌市図書・情報館と共同で行う連携事業が想定されている。主催事業は，国内外からオペラ・
バレエ・ミュージカル作品等を招聘し舞台芸術鑑賞機会を提供する鑑賞事業，招聘したアーティ
ストによる講座やワークショップ等を行う舞台芸術の普及・育成事業，市民や文化団体等によ
る発表会など多くの市民が参加，交流する機会を提供する交流事業，オリジナル作品を制作，
上演，発信する創造事業に大別される。貸館事業は，大規模な舞台芸術やライブ，エンターテ
イメントが主となり，営利を目的とした興業主の利用が想定されている。連携事業は札幌市民
交流プラザ全体として実施する事業，ホール・センター・図書館機能それぞれが行う事業に他
の機能が連携協力することが想定され，文化関連複合施設としての特徴になるものと考えられ
る。
札幌文化芸術劇場では，平成30年10月から翌年9月までの1年間をオープニングシリーズと
して，10月には国内4劇場と東京二期会との共同制作オペラ「アイーダ」，11月には新国立劇
場バレエ団による「白鳥の湖」，翌8月にはバルセロナ交響楽団によるオペラ「トゥーランドッ
ト」の上演が決定しており，現在決定している主催，公募，共催事業は以下のとおりである。
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表1：札幌文化芸術劇場オープニングシリーズ演目＊6
日 時 演 目
平成30年10月7・8日 こけら落とし公演 オペラ「アイーダ」
10月14日 日本バレエ協会 第39回全道バレエフェスティバル
10月16日 ポップス記念コンサート
11月9・10日 ディズニー・オン・クラシック まほうの夜の音楽会2018（仮称）
11月23・24日 新国立劇場バレエ団 「白鳥の湖」
11月29日 NHK札幌放送局 開局90周年記念コンサート
12月4日 ユジャ・ワン ピアノリサイタル
12月15日 札幌舞踊会 バレエ「カルミア・ブラーナ」
平成31年2月7日 hitaru 午後のコンサート（札幌交響楽団）
2月11日 「PRIMITIVE」（映像・音楽・演劇・ダンス）
3月10日 北海道二期会 オペラ「椿姫」
3月20日 hitaru 午後のコンサート（札幌交響楽団）
8月3・4日 オペラ夏の祭典2019－20 「トゥーランドット」
Ⅳ．お わ り に
本稿では，平成30年10月に開館予定の札幌文化芸術劇場の概要について論じてきた。札幌文
化芸術劇場は道内初の高機能ホールとして，今まで道内では殆ど鑑賞できなかった国内外の本
格的なオペラやバレエ作品の鑑賞機会を提供し，舞台芸術の振興と普及を図る意味において画
期的である。もう一つの大きな目標である札幌発のオリジナル作品の制作，上演，発信につい
ては課題が多いと考える。優れたオリジナル作品の制作は，地元の表現者を，地元の観客を，
地元の芸術監督やプロデューサーを，地元の舞台技術者を育ててこそ実現するのであり，札幌
市はそのための予算やマンパワーを手厚く継続的に配分しなければならないと考える。例えば，
劇場側の主導による複数の文化団体が共同して参加できる企画立案の工夫や制作面でのサポー
ト，小劇場機能を持つ大練習室を活用した規模の小さな事業の展開，舞台芸術に親しむ市民を
育てるためのワークショップや出前講座の継続的な実施など息の長い活動が必要である。
しかしながら，札幌芸術文化劇場を中核とした札幌市民交流プラザの活動は始まったばかり
である。文化芸術の振興を通じて都心に新たな賑わいを創出しようとする試みは，文化関連複
合施設であるからこその可能性を秘めており，今後の活動の推移に注目していくこととしたい。
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